












1.研究目的

　健康な子どもの中から発達遅滞や歪のある子どもをスクリーニングする仕事

は,疾病の早期発見・治療教育にたづさわる者にとって極めて重要である。著

者らは乳幼児健康診査や健康相談における第 1次スクリーニングの手段として

保育者を対象としたアンケートを使用し,子どもを対象とした直接法による発

達検査も実施してそれらの有効性と限界について検討してきている。1)2)3)


